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１．概      要 

この温水メーター(乾式たて型軸流羽根車式メーター)は、温水計測に対応するセン

サーとして軽量・コンパクト化による施工の容易化を目的に開発され、ビル・マン

ション・団地・ホテル・工場での温水管理に適しています。 

また、発信器を取り付けることにより、遠隔指示表示、記録、積算および制御機器

の操作などに利用できます。 

 

〈特      長〉 

(1) 耐久性 

接液部には、歯車機構を使用しないギヤレス機構を採用。歯車への異物噛み込みなど

による故障・摩耗をなくし、耐久性能を飛躍的に向上させました。 

 

(2) 軽量・コンパクト 

従来の温水メーターと比較して、重量が１０％から４０％軽減。また面間寸法を大幅

に省スペース化することにより、コンパクトなボディを実現しました。 

 

(3) 防錆対策 

メーターケース材質は、５０㎜～１００㎜には青銅鋳物を採用（Ⅲ型）、１２５㎜

～２００㎜ではダクタイル鋳鉄にシリコン・エポキシ樹脂系塗装を施し（Ⅱ型）、

高い防錆性能を発揮します。 

 

(4) 見やすい計量指示部・読みやすい直読カウンターの採用 

計量指示部は新設計の乾式４５度傾斜型で、パイプシャフト内設置などでも読みやす

くなっています。しかも、９０度毎に水平方向に向きが変えられ、指示値の読み取り

方向に合わせたり配管やメンテナンス時に便利です。 

 

(5) 各種計測システムに対応 

指示部にパルス発信器を取り付ければ、遠隔・集中検針のほか、監視・制御などの各

種計測システムに対応することができます。 

 

 

 

２．計  測  原  理 

整流器によって整えられた流水は、その流量に比例した回転速度を羽根車に与えま

す。この回転をマグネットカップリングにより指示部に伝達します。流体の圧力は

このマグネットカップリング部分にて遮断され、回転のみ取り出し、減速ギヤを連

動させ、指針および６桁のカウンターにて積算表示します。 
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３．使  用  条  件 

温水メーターのご使用にあたって信頼性の高い安定した性能を維持するために、

次の点にご留意ください。 

(1) 被計量物は、水（温水）です。 

(2) 使用温度範囲は、０～１００℃です。 

(3) 使用流量は、下記表以内にてご使用ください。 

 口  径 

（㎜） 

適正流量範囲 

(m３／ｈ) 

最大流量(m３／日)  

10時間使用/日 24時間使用/日 

５０ ０．６～  １２   ７２     １１５ 

６５ ０．９～  １８ １０８     １７２ 

８０ １．２～  ２４ １４４     ２３０ 

１００ １．８～  ３６ ２１６     ３４５ 

１２５ ２．４～  ４８ ２８８     ４６０ 

１５０ ３．６～  ７２ ４３２     ６９１ 

２００ ６．０～１２０ ７２０ １，１５２ 

    

(4) 流体の許容圧力は、……………１ＭＰａ 

 

 

４．設  置  要  領 

メーターの取り付けに際しては、次の点にご注意ください。 

(1) 泥水、汚水のない清潔で地盤が軟弱でない所を選んでください。また保守点検

の容易なところに取り付けてください。 

(2) 蒸気、水、油などがかからない場所に取り付けてください。 

(3) ポンプ、弁、曲管、テーパ管などは、必ずメーター上流側に長さが管径の５倍

以上、下流側に長さが管径の３倍以上の直管部を置き、その外側に取り付けて

ください。 

(4) 流量調整をおこなう目的のバルブは、必ずメーターの後側に取り付けてください。 

(5) メーター取り付け前に配管内の洗浄をおこない、小石、砂、固形物を除去して

ください。 

(6) 流体中に、ゴミや粗大な浮遊物、固形物がある場合は、ストレーナを設置する

必要があります。 
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(7) メーターが、水平になるように且つ矢印を水の流れの方向に合わせて取り付け

てください。 

(8) メーターには、常に水が充満し空気が混入しないよう配管に留意してください。 

空気が混入すると良好な精度は保持できませんから、メーターは配管中できる

だけ低い所に据え付けるようにしてください。 

(9) バルブの急激な開閉は、極力避けてください。 

(10)フランジパッキンは耐熱性の物を使用し、フランジ規格に合った物を使用して

ください。 

(11)メーターを保温材にて保温しないようにし、風通しの良いようにしてください。 

 

５．構      造 

乾式たて型ウォルトマンメーターの構造は、下図をご覧ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①フランジボルト 

②指示ユニット 

③上フランジ 

④受圧板 

⑤計量室 

⑥羽根車 

⑦整流器 

⑧ピボット軸受 

⑨Ｏリング(ケース) 

⑩Ｏリング(計測ユニット) 

⑪下ケース 

⑫フランジナット 
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６．発  信  器  仕  様  （ＦＰＨＴＷ型の場合） 

本項では、各種システムとの接続に必要な発信器について紹介しています。 

(1) 発信器仕様 

 型    式  

項    目 
ＭＧ７００Ｍ－Ａ 

 

線    数 ３線 

発 信 方 式 永久磁石駆動リードスイッチによる接点パルス 

最 大 スイッチ 容 量 １０Ｗ 

最 大 使 用 電 圧 ＤＣ１００Ｖ 

最 大 使 用 電 流 ＤＣ３．０Ａ 

バ ウ ン ス 時 間 ０．５ｍＳｅｃ以下 

使 用 温 度 範 囲 －１０～６０℃ 

電    線 
導体断面積  ０．５㎜２      ３芯 

キャプタイヤコード仕上げ   外径  φ６．５ 

  

２線式を必要とされる場合は、３線式のリード線赤・白線を結線し、黒線との

２線式としてご使用ください。 

 

(2) 発信器着脱方法 

１．発信器を右図のように発信器カバー内に 

装着してください。                                         発信器ｶﾊﾞｰ 

 

 

 

 

発信器 

 

 

２．メーターの指示ユニットのガイドに沿って 

セットし、発信器カバーのツメが指示ユ 

ニットの発信器固定穴に入れば取り付け 

は完了です。                                                  ﾂﾒ部 
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７．保証とアフターサービス 

 

●保証期間 

ご購入日から１年間は、当社の製造上の問題に起因することが明らかな故障につい

て、無償で交換または修理いたします。 

 

●修理されるとき 

メーターに異常があるときは、当社支店または営業所に修理を依頼してください。 

その際、故障の状況をできるだけ詳しくお知らせください。 

なお、保証期間経過後の修理は、機能復帰ができる場合に限り有償にておこないます。 

 

●保証範囲 

本製品は万全の品質保証体制で製造しておりますが、正常な使用状態において保証期

間内に当社製造責任による故障が生じた場合、修理または代替品の納入を無償でおこ

なわせていただきます。 

但し、故障した製品についての無償対応の適否は当社の調査結果によるものとします。 

また、以下の項目に該当する場合は、この保証範囲から除外させていただきます。 

 

１）カタログ、製品仕様書、取扱説明書などの記載事項に従わないで使用した場合の故障 

２）火災、地震、風水害、落雷などの災害および犯罪などの破損行為に起因する故障 

３）腐食環境下での使用による製品腐食に起因する故障 

４）犬、猫、ねずみ、昆虫などの生物の行為に起因する故障 

５）故障の原因が当社製品以外に起因する故障 

６）出荷当時の科学・技術水準で予見不可能であった故障 

７）当社または当社が指定したもの以外による修理や改造による故障 

８）不適当な点検や消耗部品の保守・交換に起因する故障 

 

なお、ここでいう保証は当社製品単体の保証を意味するもので、当社製品の故障から

誘発されるお客様の損害（当社製品以外への損害・損傷、逸失利益、機会損失、輸送

費用、工事費用など）につきましては、保証範囲外とさせていただきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



- 6 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

第 5 版 

202104 


